
の思託
が合いた「大
和尚伝」
大寺一
派に追われて、
担
当尋
現
在で
は「中日
友好
の

象徴」

（

探偵見習）
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、三字ミ，

－」
れだけ
が
生き
る
泌だ
と
せ 、部会人的な
生活に変わっ
間か
に侍っ
てい
る 。

ゆく悔
し
さそ欣い
、一二台国川

附人
と
も
無
紋
な
部

会小涼u
者m

胤い
で
あ
る。

彦

安定した
表
現
力

を深
めてき
た
ものは、
館、つ恋

心 。

も
う
少
し 、
例を
あげてみよ
でもなく村の生
活であ
る。
土

弥
生時代以米 、砥々
とこの
う。

とからまっ
た生活
そ欧、つ時、，

ひ
た
す
ら
に
冬
州打
ら
℃AY
H
本
の
胤
内
れ
た土
に
足
な断
み

れ
が一
生
尽
さ
ι’～
る
の
ち
も
こ
の
定型
持
は
安
定
し
た
淡
副
カ

リ
ル認
へ
た
リ

レめ
て

袋、定住
活
穿品
川地に
失

・」
の
任の
犬ふ
ぐリ
の
俗
咲

匂字。

子
山県
KMm

仰
って 、
しか
も
政か
さレ」UYM附
さ

－
C叫は
む

いま 、
必附
し

た初
会

生活朽

冷ハもMm
－ポγup知山山却
の中でM述レているのが 、別

小中山
川村
千秋
は
製品表現とは
梓ぼくηリ、

γ
米作
ら
む
と
州
判舟
川
す
代
け
ぶ人の
多段の
mI
で
山
心。

じ
ら
じ
くて
川
蛸
を《
は
ん
少
以の、
い
わゆ
る
り川
欣
人
が

仰附

川市

開
涼

句
作

引
・l
u
ヴ
パ
の

明巾保
問vけ
の
よ

＼
叫
に
に－U

れ
加
リ

レ川
ぞ

新
し
い
初
会
の

何時凧申Nv
m
w
レ
て

う
す
削
リ
し
つ
つ

門川

寸h川
、つ

灯 、

明巾
へ
の川町山北

関Lω
る

－」
の
川・山口
川
地

い日付
仰
山
で
あ
る。

トの
竹
代
ぷ
を
引
出Jb」

理刊・

ぷ
で

γほ
ま
だ
か
た
リ
の
山中
山 一
か

い －r
ケ
附
山

白
木

町民一－ ．
加

新
し
い
沼
会
誌
の

新生
命
が
ん

る
山紘一
川

的
必
一郎
必
切
に
ろ
う 。

川川向

リ
明越
し
に
印
む山
符
づよく
mAn
す
る
こ
と
が朗
代川ず

こ
れらの
併
は 、
L
S

ょっ
き
さとな
く
ま
ると
だ 、一
方 、
今な
お
力そ

働
く老年
者た
ち

E L

川
市になっていても、
叫抗的に

川幸つ

保っている村の
生活d、数多

～

は村 、

そ札
も
口村

的保活
の
中

そ
う
い
う

治山則
的 ．
小山は
は
さ

同
浜
市
川二
平
い
無
名
の
作
新
の
存
在
と
師
航

川
からな”まれた作品である。滋
に生さて、まだなじむことの
一
行けのはなどは、初会に
を 、もう一世考
え町レてみる

川
以
欄
がこ
うい
ろ
削
内の
作
品
ば
川市山
な
い
休初の
訓
削
在、
川
と
陀
んで
い
み
行
に
はほ
と
ん
ど共
べ
き
だ
と
邸つの
で
あ
る。

川
かり
だと
い、つ
の
では
ない。
だ
か
M欣ば刑
の－2つに
却やえて
磁の行
い泳 、
ある
いは叫ん必的

（歌
人）

売
新
聞・
九月
十二
臼）
で
「
臼
木
レて
い
る
な
か
で
は
ひい
に
く
い
こ
た
教訓」
（
例
以
抑
制・
九
月二
十
家
レベ
ル 、
非
都
市
レベ
ル
とい
う

な合む
闘も対
話
揺を一
時
とで
あろ
う
が 、ソ
池

のお
菌
古号）
ほ
かでこ
の

間恕矢い
誌mの
惑を分析
し

て近未来

棚上げに
して 、
危機の回避と危
慮
しつつこの点そ
はっき
り指
仰
に拙淵レ 、「ソ
法川
さのため
mAUのシ
品。ォモ
表却し
てお

機対処の国際化に
積断的に参加
してい
？晦一の報活は、『毎日
に 、この点の氾及はウヤムヤに
り 、思わぬかたちで起きる戦争

レなければ、犠牲者の憶も浮か
新聞」（九月八日）の江川モス
なり
そうだが 、
冗談ではない」
を防止するための方法そ卸った

ばれない」と述べ
ていたのが印
クワ
特派臼による「大綿
製必
とまで円
いさっている。私もま
好タイミングの
密訴ぬ
で
あっ

象的だった。

市打件
ソ迎の立回」であった。
ったく
川憾である。

た。

大韓航空機自身

「まず白木であまりにも簡単に
今回のポ件は、
新冷戦の時代
（京外大
襲、国
際関係倫）

の
責
任も
大き
い

見過ご
されて
いる
点と
して 、
大
といわれる
今日 、
戦争や
謀議

！
3
t
b

今回の
存で
は
、た
しかにソ
仰航空の
ジャンボ機
がソ
辿
襲
撃
いかに
して回避
すべきか
と

旦
ae

u

迎の
撃が雌しく糾弾されねばを位犯さえレなければ事件は起
い白突な問砲を新しく私たち

h・a・－司

ならな
いが
、大斡航空機の責

任
こリょう
もなかっ
た 、
と
い
う簡
に突
きつけ
た 。

転居
中
間英助
氏

耐京都

は 、きわめ
て倍大だ。帥国が役
山中な
耶実房指摘したい」と一仏川
この点で
岩山
久夫「これから杉W区久我山四ノニノニ四、危

大の
犠牲者ル記したとは
いえ 、
特
派口
は
一日う。

の戦争はと
つなる？」（時耶稗
括
03・
内31・
76
70 。

この
点
で
菌
自
身の
産
皇

国関
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト

の
田
久
保

険・
九
月
号）
は 、
戦略
レベ
ル 、

日
本
塁
議
室映
園
の夕べ一

ω月1臼午後6時 、
日本川尚一

二

ぃ。
あの
さつ
に
対
ソ
需
が
驚

還
も
「
大
綿
密
警
弘
警

捜
レ
ベ
ル 、

理レベ
ル 、
非国

間
詰。
水
産
呂志
氏
「
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